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実践をふり返って
　今回の成果は，掲載した３つの事例から読み取ることができよう。
　事例①：「一人の声がみんなの喜びに」は，粘土遊びの最中にＡ児が発した「せん
せい，これみて！サボさん（番組キャラクター）みたいでしょ！」の言葉がきっかけ
となり，番組キャラクターづくりがクラス全 体に広がって行ったものである。「みい
つけた！」の共同視聴によって，子ども達の間に番組キャラクターが共有されたこと
から，共通のイメージを持って制作する喜びと一体感が感じられるようになったもの
と言えよう。
　事例②：「みんなで遊ぶと楽しいね」では，番組中に出てくる「椅子取りゲーム」
を見た子ども達が，椅子取りゲーム→フルーツバスケット→みいつけたバスケットへ
と，自らの発想で遊びを発展させて行った過程が描かれている。また，番組エンディ
ング曲に合わせて身体を動かす子ども達を見た保育士が，エンディング曲に簡単な振
り付けをしたことから，種々の場面での身体表現へと展開されていった様子が報告さ
れている。テレビ視聴と保育士の適切な援助が，３歳児の集団遊びや身体表現を促し
た事例である。
　事例③：「先生もいっしょだと，もっと楽しいね」では，番組中に出てくる「ジェ
スチャーゲーム」が保育の中に取り入れられている。ジェスチャーゲームを主導する
出題者の役割が，保育士から子ども達（ペア出題）へと移って行ったことで，子ども
達の中に緊張や戸惑いはあったものの，「やりたい」気持ちが高まったり，「友達と一
緒なら安心」という気持ちが芽生えたり，勇気を出して参加できたことが自信に繫
がって行ったことなど，その効果が見出されている。さらに保育士もジェスチャーの
回答者の一員として仲間入りしたことで，場の雰囲気はさらに盛り上がり，遊びの一
体感が高められた。「先生もいっしょだと，もっと楽しいね」という子ども達の思い
は，幼児のテレビ視聴における大人の役割の重要性を示唆するとともに，この実践を
意義あるものとしたと言えよう。
　そして最後の「考察」でも述べているように，今回の３歳児クラスへのテレビ視聴
導入を通して，以下のような点を再確認した。
　①子どもの「やりたい」思いを丁寧に受け止めることで，子ども主導の遊びの広が
りが可能となる：３歳児ということで，ついつい保育士から遊びを提案しがちであっ
たが，子どもの何気ない声に耳を傾け，「やりたい」「こうしたい」という思いに気づ
き支えることで，遊びの幅が広がっていくのを感じた。日常の保育活動における園児
と保育士との関係性が見直された。
　②人前で緊張しがちな子どもにとって，テレビ視聴が他者とのコミュニケーション
の媒介ツールとなる可能性がある：人前に出るのが苦手な子どもも，テレビ視聴中は
リラックスした状態で友達と笑い合い，会話が弾む姿が見られた。
　③子どもと保育士の「同一体験」が，相互理解を促し保育を充実させる：テレビを
視聴している間，子どもと保育士の視線は同じ方向を向いている。同じものを一緒に
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見て，感じ，考え，遊び出す，この「同一体験」の大切さや必要性を，担任保育士は
これまであまり意識してこなかったと語っている。それはもしかしたら，今回のよう
に，子どもと保育士がテレビの共同視聴者というまったく同じ立場に立って初めて実
感されるものなのかもしれない。保育場面におけるテレビの共同視聴は，保育士に子
ども達との「同一体験」を楽しむ「ゆとり」をもたらし，より適切な子ども理解と保
育の充実を可能とし得るようである。
４．まとめと今後の課題
　今日の保育業界において，日々の保育にテレビ視聴を導入している保育園や幼稚園
は少ない。そして導入されている場合には，その教育的効果をねらって利用している
と言うよりも，人手が足りない早朝や夕刻保育に DVDをただ見せるだけの「子守的
利用」がなされている場合が多く，質の低い保育のイメージが持たれがちである。そ
のため，保育場面へのテレビ視聴の導入に，アレルギー反応を示す保育者が少なくな
い。
　しかし，今回の保育園児のテレビ視聴に関する実態調査と３歳児クラスにおける保
育実践の試みを通して，テレビ番組が保育の内容や質を高める保育教材として位置づ
けられる可能性が見えてきた。さらに，対象年齢を５歳児クラスまで広げ，その有効
性を検証していきたい。また，３歳児クラスにおける保育実践では，園児と保育士と
の共同視聴の重要性が明らかとなった。４歳児クラス，５歳児クラスにおいては，ど
のような視聴方法がその教育的効果を高めることに寄与できるのであろうか。幼児の
発達特性を踏まえ，検討したい。
